
授業科目 
社会保障特講 

 Social Security 
担当教員 脇野 幸太郎 

展開方法 講義 単位数 2単位 開講年次・時期 1・2年／前期 必修・選択 選択 

授 業 の ね ら い  

 社会保障に関する指定文献の講読とそれに基づく討議を通じて、以下の諸点について検討し、理解を深めることを

目的とする： 

 ・社会保障の概念、体系、機能等、社会保障の基礎理論 

 ・社会保障体系を構築する各制度の概要 

 ・各制度の法的課題 

 以上を通じて、社会福祉に携わる者として社会保障制度理解の必要性を認識し、各制度に内在する諸課題とそれに

対する自身の見解を、論理的な思考の過程において把握できるようになることが本講義のねらいである。 

観点 学 生 の 授 業 に お け る 到 達 目 標  評価手段・方法 評価比率 

関心・意欲 

・態度 

社会福祉を研究する者として、社会保障制度理解の必要性を

認識できる。 

 

授業時の報告の内容 

報告レジュメの内容 

 

  10％ 

  10％ 

思考・判断 
社会保障の諸課題と、それに対する自身の見解を、論理的な

思考の過程において把握できる。 

 

授業時の報告の内容 

報告レジュメの内容 

 

  10％ 

  10％ 

技能・表現 論理的思考の過程を、文章の形で表現できる。 

 

授業時の報告の内容 

レポート 

 

  20％ 

  20％ 

知識・理解 
社会保障の概念および体系、社会保障体系を構築する諸制度

等についての基礎的理解ができている。 

 

授業時の報告の内容 

報告レジュメの内容 

 

  10％ 

  10％ 

出  席 受験要件 

合  計 100％ 

評価基準及び評価手段・方法の補足説明   

 授業時に割り当てられた報告の内容やその際作成したシラバスの内容、および最終回のレポートにより評価を行

う。授業は、Zoomを用いた遠隔授業とする。評価比率は上記のとおりである。 

 評価基準は、長崎国際大学の成績評価基準に準拠する。 

授 業 の 概 要 

 指定文献の指定箇所について、担当者を決めて報告してもらい、それに基づいて全員で討議する方式で行う。受講

者全員が毎回文献を精読し、準備をしたうえで、積極的・主体的に議論に参加することが求められる。 

教 科 書 ・ 参 考 書 

教科書：本沢巳代子・新田秀樹編『トピック社会保障法 第 14版』信山社・2020 

参考書：授業中に適宜紹介する。 

授業外における学修及び学生に期待すること 

 授業内で提示されるテーマ・制度とその問題点（特に法的課題）について、各自が主体的に考える姿勢を持ってほ

しい。 

 授業は、受講者全員が毎回文献を精読し、準備をしてきていることを前提として行う。また、実務家の方との議論

の際は、事前の課題整理等を確実に行っておくこと。その上で、受講者各自が積極的・主体的に議論に参加してくれ

ることを望む。 



回 テ ー マ 授 業 の 内 容    予習・復習 

1 

社会保障に関する現状認

識          双方向 

本講義のイントロダクションとして、社会保障に関する

現状認識について、全員で討論する。 

予習：「社会保障」に関する現時点

での自身の認識や考えをまと

めておく。 

2 社会保障の基礎理論① 社会保障の概念、目的および機能 
予習：テキスト第 11 章を講読復習：

テキスト該当箇所を再読 

3 社会保障の基礎理論② 社会保険と社会扶助 
予習：テキスト第 11 章を講読復習：

テキスト該当箇所を再読 

4 

社会保障の制度理解① 

双方向 
年金制度（その１） 

予習：テキスト第 3 章 1～4 を講読 

のうえ、レジュメ作成 

復習：テキスト該当箇所を再読 

5 

社会保障の制度理解② 

双方向 
年金制度（その２） 

予習：テキスト第 3 章 5～7 を講読 

のうえ、レジュメ作成 

復習：テキスト該当箇所を再読 

6 

社会保障の制度理解③ 

双方向 
医療保険（その１） 

予習：テキスト第 1 章 1～2 を講読 

のうえ、レジュメ作成 

復習：テキスト該当箇所を再読 

7 

社会保障の制度理解④ 

双方向 
医療保険（その２） 

予習：テキスト第 1 章 3～4 を講読 

のうえ、レジュメ作成 

復習：テキスト該当箇所を再読 

8 

社会保障の制度理解⑤ 

双方向 
介護保険（その１） 

予習：テキスト第 2 章を講読のうえ、

レジュメ作成 

復習：テキスト該当箇所を再読 

9 

社会保障の制度理解⑥ 

実務家 

介護保険（その２） 

現場の実務からみた介護保険制度の課題につい

て、実務家の方と議論 

予習：介護保険の実務上の課題を

抽出しておく。 

復習：議論のふり返り 

10 

社会保障の制度理解⑦ 

双方向 
雇用保険 

予習：テキスト第 5 章を講読のう 

え、レジュメ作成 

復習：テキスト該当箇所を再読 

11 

社会保障の制度理解⑧ 

双方向 
労災保険 

予習：テキスト第 4 章を講読のう 

え、レジュメ作成 

復習：テキスト該当箇所を再読 

12 

社会保障の制度理解⑨ 

実務家 

労働保険（雇用保険、労災保険）の実務上、運用上

の課題について、実務家の方と議論 

予習：労働保険の実務上の課題を

抽出しておく。 

復習：議論のふり返り 

13 

企業と社会保障・社会福祉 

実地 

企業を訪問し、企業と社会保障の関係、障がい者支

援などの社会福祉との関係について、現状と展望を

知る。 

予習：企業福祉の現状と課題につ

いて調べておく。 

復習：議論のふり返り 

14 

社会保障の制度理解⑩ 

双方向 
生活保護（その１） 

予習：テキスト第 9 章を講読 のう

え、レジュメ作成 

復習：テキスト該当箇所を再読 

15 

社会保障の制度理解⑪ 

実務家 

生活保護（その２） 

生活保護制度の実務上・運用上の課題について、実

務家の方と議論 

予習：生活保護制度の現状と課題

について調べておく。 

復習：議論のふり返り 

 

 

 

 

 


